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の実用化・普及推進に向けた取組について
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「低炭素社会づくり行動計 お 消費者 「見える化 と カ ボ プ 制度

政府の「見える化」戦略について

「低炭素社会づくり行動計画」において、消費者への「見える化」としてカーボンフットプリントの制度
化の推進・普及を表明（平成２０年７月２９日）。

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく指針において、事業者が講ずべき措置として、カーボ
ンフットプリント制度の実施に努めることを明記（平成２０年１２月１２日）。

３ 見える化

ンフットプリント制度の実施に努めることを明記（平成２０年１２月１２日）。

低炭素社会づくり行動計画（平成２０年７月２９日 閣議決定）（抜粋）

３． 見える化
（１）カーボン・フットプリント制度等の普及

・・・カーボン・フットプリント制度等の「見える化」について、２００８年度中に排出量の算定やその信頼性の確保、
表示の方法等に関するガイドラインを取りまとめ、来年度から試行的な導入実験を行うよう目指す。(中略）

なお ガイドラインの策定に当たっては ＷＴＯ協定等を踏まえつつ 国際整合性に十分配慮した取組を進めるなお、ガイドラインの策定に当たっては、ＷＴＯ協定等を踏まえつつ、国際整合性に十分配慮した取組を進める
こととし、ＩＳＯ(国際標準化機構)におけるカーボン・フットプリント制度の国際標準化に向けた議論に対し、我が国と
して積極的に貢献する。

地球温暖化対策法に基づく指針（平成２０年１２月１２日 告示）（抜粋）

地球温暖化対策の推進に関する法律（平成十年法律第百十七号）第二十一条の規定に基づき、事業活動に伴う温
室効果ガスの排出抑制等及び日常生活における温室効果ガスの排出抑制への寄与に係る事業者が講ずべき措置
に関して その適切かつ有効な実施を図るために必要な指針を公表する。

地球温暖化対策法に基づく指針（平成２０年１２月１２日 告示）（抜粋）

に関して、その適切かつ有効な実施を図るために必要な指針を公表する。

第二 日常生活における温室効果ガスの排出の抑制への寄与に係る措置に関する事項
一 日常生活用製品等の製造等を行う事業者が講ずべき一般的な措置
(2) 日常生活用製品等の利用に伴う温室効果ガスの排出に関する情報の提供等(2) 日常生活用製品等の利用に伴う温室効果ガスの排出に関する情報の提供等

事業者は、日常生活用製品等について、・・・低炭素社会づくり行動計画に記載されたカーボン・フットプリント
制度等の「見える化」の活用により、その利用に伴う温室効果ガスの排出の量等について、当該日常生活用製
品等への貼付、陳列棚やレシートにおける表示、インターネット等を通じた情報の提供を行うよう努めること。 1



カーボンフットプリント（炭素の足跡）について

商品のライフサイクル全般（原材料調達から廃棄・リサイクルまで）で排出された
温室効果ガスをＣＯ２量で表したもの。

サプライチェーン全体の排出量を「見える化」することで 削減効率の高いポイントサプライチェーン全体の排出量を「見える化」することで、削減効率の高いポイント
を把握。事業者単位を超えた一体的な削減対策により、全体最適化を実現。

消費者による消費・使用段階でのＣＯ２排出量の自覚。

缶飲料の例

原材料調達 生産 流通・販売
使用・

維持管理
廃棄・

リサイクル

・アルミ缶製造
・砂糖キビ栽培

・ジュース製造
・パッケージング

・輸配送
・冷蔵輸送・販売

・空き缶収集
・リサイクル処理

２０％ １５％ ３０％ １０％

・冷蔵

２５％ ○○飲料

ＣＯ２総排出量

○○飲料

ＣＯ２総排出量
１２３ｇ

ＣＯ２
２３０ｇ

注：数値は仮定値 2



カーボンフットプリント制度に取り組むことの意義

＜政策上の意義＞＜政策上の意義＞
消費者・市場による選択を通じ、企業の事業活動の低炭素化・効率向上に向けた取組強化
を実現 これを通じ 日本企業の強みを更に伸ばし 競争力強化につなげるを実現。これを通じ、日本企業の強みを更に伸ばし、競争力強化につなげる。
使用・廃棄段階の情報提供を通じて、消費者による削減努力を促進。
これら事業者・消費者の取組を通じ、「低炭素社会」の実現を目指す。
国内の取組を通じて、国際標準の議論をリードし貢献することを通じて、中長期的な国際展

基盤を開の基盤を固める。

＜事業者にとっての意義＞＜事業者にとっての意義＞
排出量の算定・表示を通じて 自らの地球温暖化防止対策を消費者等にアピール排出量の算定 表示を通じて、自らの地球温暖化防止対策を消費者等にアピ ル。

環境・エネルギー関連の表彰制度やランキング制度において、カーボンフットプリントに積
極的に取り組んでいることなどを審査基準や評価項目に入れることを検討中。

サプライチェーン全体の排出量の「見える化」により、温室効果ガス削減効率の高いポイント
を把握し、効果的な削減対策を促進することにより、低炭素型の事業構造への変革を実現。

我が国の事例をもとに、ＩＳＯでの国際標準化作業に積極的に関与・貢献し、我が国の取組
を国際規格に反映。
このような取組が 低炭素社会における自社製品の競争力につながる （国際標準化の議このような取組が、低炭素社会における自社製品の競争力につながる。（国際標準化の議
論に先手を打つ）

＜消費者にとっての意義＞＜消費者にとっての意義＞
消費、使用、廃棄・リサイクル段階の排出量を自覚し、排出量のより低い商品の購買を選択
することにより、低炭素行動を実現。
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≪取組内容≫

カーボンフットプリント制度の実用化・普及に向けたこれまでの取組

≪取組内容≫
（平成２０年度）

カーボンフットプリント制度の在り方（指針）の策定
カーボンフットプリントの算定・表示方法

ボ プ 築

≪研究会参加企業 ３１社≫
【小売】
・イオン ・西友
・セブンアンドアイ
・ロｰソン ・日生協

カーボンフットプリント制度の構築・普及に向けた課題整理
ＰＣＲ策定基準の策定

（平成２１年度～）
市場導入試行事業を実施 実際に店頭での流通を開始

ロ ソン 日生協
・丸井 ・ユニｰ
・ファミリｰマｰト
・ＣＧＣ
【消費財メーカー】
・サッポロ市場導入試行事業を実施、実際に店頭での流通を開始

ルール（指針、ＰＣＲ策定基準等）の精緻化

サッポロ
・カゴメ ・ネスレ
・カルビー ・味の素
・日清食品 ・日本ハム
・日清製粉 ・花王
・紀文フードケミファ

平成20年度

月 月 月 月 月 月 月 月 月

※環境省、農水省、国交省がオブザーバー参加
紀文 ケ ァ

・ライオン ・ユニチャーム
・パナソニック ・富士通
・東芝ライテック
・コクヨファニチャー
・コクヨＳ＆Ｔ

第1回
6/17

第2回
9/11

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月

実務
WG

実
務
WG

実
務
WG

第4回
2/9

第3回
11/14

（

実用化・普及推進研究会

・コクヨストアクリエーション
・大日本印刷
・日本テトラパック
・東洋製罐
・中央化学連携

指
針
（案

パ
ブ
リ
ッ
ク

WGWG WGWG

最
終
と
り
ま

指
針
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
策

統一マーク発表

Ｐ
Ｃ
Ｒ
策
定
基

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

平成２１年度～

第1回
7/7

第2回
8/20

案
）

コ
メ
ン
ト

第3回
9/26

ルール検討会

第4回
11/14

第5回
2/9

ま
と
め

策
定
基
準
）

← 合同開催 →

基
準
（
案
）

コ
メ
ン
ト
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平成２１年度
○市場への流通
○ルールの精緻化北海道

洞爺湖サミット
7/7‐9

『エコプロダクツ2008』
12/11‐13

･試作品展示
・消費者調査 等

統一マーク
審査委員会

10/28



我が国の取組① カーボンフットプリント制度の在り方（指針）等の策定

稲葉敦 東大教授（座長）を始め、学識経験者、消費者代表等により構成される、
「ＣＯ２排出量の算定・表示・評価に関するルール検討会」を平成２０年６月より計
５回開催。回開催。

検討会において、「カーボンフットプリント制度の在り方（指針）」及び「商品種別算
定基準（ＰＣＲ）策定基準」を策定し、平成２１年３月に公表。

稲葉 敦（座長）
東京大学 人工物工学研究センター 教授

制度の定義・目的
•原材料調達から使用・廃棄までの総排出量の表示
•事業者、消費者の排出量削減努力の促進 等

ルール検討会委員 カーボンフットプリント制度の在り方（指針）のポイント

齋藤 雅典
東北大学大学院 農学研究科 教授

須田 茂
社団法人産業環境管理協会 理事

導入分野
•非耐久消費財（日用品・食品）から導入
•耐久消費財やサービス部門にも拡大

社団 業環 管 協

辰巳 菊子
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会 常務理事

田原 聖隆
独立行政法人産業技術総合研究所 主任研究員

算定方法
•対象ガス、算定段階、ＰＣＲ策定、原単位ＤＢ

表示
•総排出量表示 ラベル(マーク） 追加・詳細表示独立行政法人産業技術総合研究所 主任研究員

西尾 チヅル
筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 教授

増井 忠幸
武蔵工業大学 環境情報学部長

•総排出量表示、ラベル(マーク）、追加・詳細表示

信頼性確保
•独立した公正な第三者による検証の仕組み

実用化 普及に向けた課題
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武蔵工業大学 環境情報学部長

敬称略 五十音順
実用化・普及に向けた課題

•消費者の正しい理解、表示・算定コストの適正な転嫁



我が国の取組② カーボンフットプリント統一マークの決定

エコプロ２００８展示試作品に表示するマークを公募し、５００件を超える応募。

マーク審査委員会において、最優秀賞、優秀賞、特別賞として５点を選出。

最優秀賞をカ ボンフ トプリント統 マ クとして決定（２０年１１月１４日）最優秀賞をカーボンフットプリント統一マークとして決定（２０年１１月１４日）。

エコプロダクツ２００８会場において表彰式を実施（２０年１２月１１日）。

マ ク審査委員 選出された ク

稲葉 敦
東京大学 人工物工学研究センター 教授

太田 幸夫

マーク審査委員 選出されたマーク

＜統一マーク＞

太田 幸夫
ビジュアルコミュニケーションデザイナー

大林 宣彦
映画作家

敬称略 五十音順

最優秀賞 優秀賞
表彰式

・２０年１２月１１日
・エコプロ２００８会場（東京ビッグサイト） 特別賞 特別賞 特別賞
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